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日曜院所健診日曜院所健診ののお知らせお知らせ
今年度最後の日曜院所健診を実施します。健康
診断を受けていない方は是非お申込み下さい。
※詳しくは今月配布の申込書をご覧ください。

［と　き］3 月 27 日（日） 
［ところ］清瀬診療所

り
の
あ
る
方
が
い
れ
ば
、
支

部
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
毎
年
の
健
康
診
断

で
再
受
診
を
勧
め
ら
れ
た
方

や
医
療
機
関
を
受
診
し
た
際

に
医
師
か
ら
石
綿
関
連
疾
患

の
診
断
を
受
け
た
方
な
ど
に

は
、
専
門
医
の
受
診
を
お
す

す
め
し
て
い
ま
す
。
労
災
の

申
請
が
可
能
な
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
も
該
当

す
る
方
は
一
度
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

労
働
対
策
部

ス
ト
を
吸
い
込
ん
だ
こ
と
に
よ

る
、
中
皮
腫
や
肺
が
ん
、
石
綿

肺
等
の
健
康
被
害
を
受
け
た
本

人
、
遺
族
が
給
付
金
の
受
け
取

り
対
象
と
な
っ
て
い
て
、
最
大

で
1
3
0
0
万
円
給
付
さ
れ

ま
す
。

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
C
M

で
弁
護
士
事
務
所
が
宣
伝
を
始

め
て
い
ま
す
が
、
給
付
金
の
16

％
ほ
ど
の
手
数
料
が
か
か
る
と

い
う
話
も
聞
い
て
い
ま
す
。
東

京
土
建
で
は
手
数
料
は
い
た
だ

い
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
自
身
や

家
族
、
周
り
の
仲
間
で
心
当
た

2
0
2
1
年
5
月
の
建
設

ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
第
1
陣
の
最

高
裁
判
決
を
受
け
、
裁
判
を
せ

ず
に
国
か
ら
の
賠
償
と
し
て
給

付
金
を
受
け
と
る
事
の
出
来
る

「
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
給
付
金
法
」

が
1
月
19
日
に
施
行
さ
れ
申
請

受
付
が
開
始
し
ま
し
た
。

建
設
業
に
従
事
し
昭
和
47
年

10
月
1
日
～
昭
和
50
年
9
月
30

日
の
期
間
に
ア
ス
ベ
ス
ト
の
吹

付
け
作
業
を
し
て
い
た
方
、
昭

和
50
年
10
月
1
日
～
平
成
16
年

9
月
30
日
の
期
間
に
屋
内
で
作

業
を
し
て
い
た
方
で
、
ア
ス
ベ

ら
〝
22
年
3
月
の
い
ず
れ
か

の
月
の
売
上
高
が
、〝
18
・〝

19
・〝
20
年
と
比
較
し
て
30

％
以
上
減
少
し
た
事
業
者
。

土
建
国
保　

保
険
料
免

除
追
加
申
請
（
東
京
土
建
・

3
/
17
締
切
）

〝
21
年
の
売
上
高
が
昨

年
又
は
一
昨
年
と
比
較
し
て

30
％
以
上
減
少
し
た
事
業
者

と
給
与
者
。
又
は
コ
ロ
ナ
感

染
症
に
よ
り
重
篤
な
傷
病
を

負
っ
た
方
。

清
瀬
市
事
業
継
続
支
援
金

（
市
・
2
/
28
締
切
）

国
又
は
東
京
都
の
月
次
支

援
金
の
給
付
を
受
け
た
事
業

者

コ
ロ
ナ
禍
で
大
き

な
影
響
を
受
け
て
い

る
事
業
者
に
対
し
て

様
々
な
給
付
制
度
が

あ
り
ま
す
。
組
合
で

は
申
請
の
お
手
伝
い

を
し
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。ま
た
、

身
近
に
困
っ
て
い
る

仲
間
が
い
た
ら
、
お

声
掛
け
下
さ
い
。
年

度
内
で
締
め
切
り
と

な
る
も
の
が
多
い
の

で
、
お
早
め
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

事
業
復
活
支
援
金

（
国
・
1
/
31
か
ら

申
請
開
始
）

〝
21
年
11
月
か

1
月
9
日
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ

ポ
リ
タ
ン
で
支
部
旗
開
き
を
開

催
し
、
東
京
土
建
本
部
、
多
摩

北
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
の
来
賓
も
迎

え
、
当
全
体
で
59
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
会
場
は
広
く
、
感
染

対
策
も
し
っ
か
り
と
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

13
時
に
開
会
。
当
日
の
司

会
を
T
O
K
Y
O
8
5
4
く

る
め
ラ
で
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
も
さ
れ
て
い
る
星
さ
い
か

さ
ん
に
務
め
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
冒
頭
、
前
川
委
員
長
よ
り

「
雲
竜
風
虎
（
う
ん
り
ょ
う
ふ

う
こ
）」、「
竜
吟
虎
嘯
（
り
ゅ

う
ぎ
ん
こ
し
ょ
う
）」
と
い
う

四
字
熟
語
を
用
い
、「
同
じ
考

え
を
持
っ
た
者
同
士
で
共
有
と

団
結
を
し
て
組
合
の
仲
間
の
た

め
1
年
間
活
動
を
し
て
行
き
ま

し
ょ
う
。」
と
開
会
の
あ
い
さ

つ
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
鏡
開
き
の
後
、
笹
原

副
委
員
長
に
よ
る
乾
杯
の
際

に
は
会
場
に
い
た
仲
間
の
入

籍
の
お
め
で
た
い
発
表
も
あ

り
、
と
て
も
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
2
0
1
6
年
、

2
0
1
7
年
に
行
わ
れ
た
流

し
そ
う
め
ん
交
流
会
や
、
支
部

50
周
年
、
東
京
土
建
の
日
の
映

像
が
流
れ
、
皆
さ
ん
懐
か
し
そ

う
に
見
て
い
ま
し
た
。
動
画
視

聴
の
後
は
お
楽
し
み
抽
選
会
が

あ
り
、「
A
p
p
l
e
賞
」
の

サ
ン
ふ
じ
3
k
g
、「
お

き
た
ま
産
直
賞
」
の
お
米

や
そ
の
他
六
花
亭
の
お
菓

子
詰
め
合
わ
せ
な
ど
、
全

員
に
賞
品
が
当
た
り
ま
し

た
。最

後
に
小
田
澤
書
記
長

の
春
一
番
の
運
動
提
起

で
、
声
を
上
げ
る
事
の
出

来
な
い
仲
間
の
声
を
拾
う

為
に
も
仲
間
を
増
や
そ
う

と
の
訴
え
が
あ
り
、
尾
芦

副
委
員
長
と
五
十
嵐
副
委

員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

で
閉
会
し
ま
し
た
。

令
和
令
和
44
年
新
春
旗
開
き

年
新
春
旗
開
き

共
有
と
団
結
で
活
動
を

執
行
委
員
長　

前
川
達
夫

日
程
：
2
0
2
2
年

4
月
3
日
（
日
）

午
前
10
時
開
会

会
場
：
清
瀬
け
や
き
ホ
ー
ル

◇
役
員
選
挙
告
示

選
挙
管
理
委
員
長　

戸
田
良
一

役
員
定
数

執
行
委
員
長　

1
名

副
委
員
長　

4
名

書
記
長　

1
名

書
記
次
長　

3
名

常
任
執
行
委
員　

12
名
（
専

門
部
11
名
・
青
年
部
長
1
名
）

執
行
委
員　

17
名
（
分
会
長

8
名
・
分
会
書
記
長
8
名
・

青
年
部
書
記
長
1
名
）

会
計
監
査　

2
名

立
候
補
受
付

期
間
：
3
月
14
日
（
月
）

～
3
月
31
日
（
木
）

場
所
：
支
部
会
館

時
間
：
午
前
10
時
～
午
後
5

時
、
最
終
日
の
み
午
後
7
時

ま
で

※
立
候
補
資
格
に
つ
い
て

第
51
回
支
部
定
期
大
会
の
決

定
に
基
づ
き
、
立
候
補
の
年

齢
基
準
は
大
会
の
日
を
も
っ

て
70
歳
未
満 第

54
回

支
部
定
期
大
会

告
示

建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
給
付
金
法

建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
給
付
金
法  

施
行
さ
れ

施
行
さ
れ

申
請
受
付
が
開
始

申
請
受
付
が
開
始

給付金相談は組合へ！

お楽しみ抽選会も大変盛り上がりました 呼吸を合わせての鏡開き
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参
加
し
ま
し
た
。
国
会
前
は

様
々
な
旗
と
「
憲
法
守
れ
」
の

プ
ラ
カ
ー
ド
、
憲
法
を
ま
も
り

た
い
と
い
う
思
い
の
人
た
ち
が

集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
視
聴
も
入
れ
る
と
全

体
で
2
0
0
0
人
が
参
加
し
、

「
コ
ロ
ナ
禍
に
乗
じ
た
憲
法
改

悪
に
反
対
！
」
と
元
気
な
声
が

た
く
さ
ん
聞
け
ま
し
た
。

改
憲
派
、
護
憲
派
、
自
衛
隊

の
こ
と
、
軍
事
費
の
こ
と
、
外

国
と
の
戦
争
、
改
憲
問
題
は

様
々
な
切
り
口
で
語
ら
れ
ま

す
。「
何
が
良
く
て
悪
い
の
か

よ
く
分
か
ら
な
い
よ
」
と
い
う

人
も
い
ま
す
が
、
日
本
国
憲
法

の
素
晴
ら
し
さ
は
、
や
は
り
読

ん
で
み
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。
今
は
ネ
ッ
ト
で
も
簡
単
に

開
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
民

私
は
憲
法
を
〝
守
る
派
〟
で
は
な
く

私
は
憲
法
を
〝
守
る
派
〟
で
は
な
く

  　
　
　
　
〝
活
か
す
派
〟
で
す

　
　
　
　
〝
活
か
す
派
〟
で
す

正
に
前
向
き
な
日
本
維
新
の

会
で
、
改
憲
勢
力
の
合
計
は

3
3
4
議
席
と
な
り
3
分
の

2
を
維
持
し
ま
し
た
。
岸
田
首

相
は
選
挙
後
の
記
者
会
見
で
、

「
憲
法
改
正
に
向
け
て
、
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
」
と
表

明
し
て
い
ま
す
。
改
憲
問
題
は

新
た
な
局
面
を
迎
え
て
い
ま
す
。

2
0
2
1
年
11
月
3
日
文

化
の
日
は
日
本
国
憲
法
公
布
75

周
年
の
日
で
し
た
。
改
憲
に
意

欲
的
な
議
員
の
発
言
が
多
く
報

道
さ
れ
る
中
、
憲
法
大
行
動
に

衆
議
院
選
挙
の
結
果
、
与
党

自
民
、
公
明
両
党
と
憲
法
改

日
頃
か
ら
主

婦
の
会
カ
ト
レ

ア
の
活
動
に
ご

理
解
を
頂
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
本
年

も
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま

す
。さ

て
、
主
婦

の
会
カ
ト
レ
ア

で
は
、
味
噌
づ

く
り
開
催
希
望

の
声
を
受
け

て
、
左
記
の
日

程
で
開
催
す
る

こ
と
を
決
定
い

た
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染

対
策
を
万
全
に
し
て
行
い
ま

す
。
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方

は
2
月
に
配
布
予
定
の
お
知

ら
せ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

［
と　

き
］

　

3
月
12
日
（
土
）

　

午
前
10
時
よ
り

［
と
こ
ろ
］

　

支
部
会
館

主
婦
の
会
カ
ト
レ
ア

党
の
憲
法
草
案
も
同
様
に
読
む

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
そ
ち
ら

も
合
わ
せ
て
読
む
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

憲
法
を
読
ん
で
「
こ
ん

な
の
は
理
想
論
だ
」
と
い

う
人
も
い
ま
す
が
、
理
想

を
〝
努
力
し
て
〟
追
い
求

め
、
実
現
す
る
の
が
日
本

国
憲
法
な
の
で
す
。
国
民

の
不
断
の
努
力
で
繋
い
で

き
た
75
年
間
は
伊
達
で
は

な
い
の
で
す
。
万
一
、
国

民
投
票
に
な
っ
た
時
、
自

ら
の
意
思
で
選
ぶ
憲
法
が

ど
ち
ら
な
の
か
、
自
分
の

心
に
掲
げ
た
い
憲
法
は
ど

毎
月
９
の
日
に
駅
頭
宣
伝
を
し
て

い
ま
す

清
瀬
久
留
米
支
部
で

は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、

小
学
校
・
中
学
校
に
入
学

さ
れ
る
組
合
員
の
お
子
さ

ん
に
、
ご
入
学
祝
い
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
対
象

の
お
子
さ
ん
が
土
建
国
保

に
家
族
と
し
て
加
入
さ
れ

て
い
る
方
は
申
請
不
要
で

す
。
そ
れ
以
外
の
方
で
対

象
の
お
子
さ
ん
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
支
部

ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

《
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
内

容
》小

学
校
：
u
n
i
え

ん
ぴ
つ
1
ダ
ー
ス
+

消
し
ゴ
ム
セ
ッ
ト

中
学
校：Z
E
B
R
A

シ
ャ
ー
ボ
1
本

※
ど
ち
ら
も
名
前
を
入

れ
て
お
届
け
し
ま
す

《
申
込
に
つ
い
て
》

対
象
と
な
る
お
子
さ

ん
の
名
前
、ふ
り
が
な
、

生
年
月
日
、
中
学
生
は

イ
ニ
シ
ャ
ル
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

《
お
問
合
せ
》

と
も
だ
ち
1
0
0
人
で

き
る
か
な
♪
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト　

本
島

受
け
付
け
時
間

午
前
：
10
時
～
11
時
30
分

午
後
：
1
時
30
分 

～
15
時

※
16
日
、
17
日
は
、
夜
間
18

時
～
19
時
30
分
も
手
続

き
を
お
こ
な
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
郵
送
し
て
い
る

労
働
保
険
年
度
更
新
の

ご
案
内
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

更
新
受
付
日

　

3
月
13
日
（
日
）
、

　

3
月
14
日
（
月
）
、

　

3
月
16
日
（
水
）
、

　

3
月
17
日
（
木
）
、

　

3
月
18
日
（
金
）
、

　

3
月
22
日
（
月
）

一
人
親
方
労
災
に
ご
加
入

の
皆
さ
ん
へ
更
新
日
程
を
ご

案
内
し
ま
す
。
今
年
は
感
染

症
対
策
の
た
め
完
全
予
約
制

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
事

前
の
ご
予
約
と
申
込
書
の
記

入
を
必
ず
お
願
い
し
ま
す
。

更
新
漏
れ
の
無
い
よ
う
以

下
に
記
載
の
日
程
で
お
手
続

2
月
22
日（
火
）
9
：
30
よ
り
予
約
受
付
開
始

一
人
親
方
労
災
更
新
の
お
知
ら
せ

令
和
3
年

分
の
確
定
申

告
相
談
会
は

現
在
相
談
日

の
予
約
受
付

中
で
す
。
参

加
希
望
の
方

は
必
ず
事
前

に
相
談
希
望

日
を
予
約
の

上
、
支
部
会

館
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

相
談
会
で

は
確
定
申
告

書
の
作
成
サ

ポ
ー
ト
だ

け
で
な
く
、

『
適
格
請
求

書
等
保
存
方

式
（
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
）』

『
電
子
帳
簿

保
存
法
』
な

ど
、
各
種
税
金
に
つ
い
て
の
ご

質
問
も
お
受
け
し
ま
す
。

相
談
会
に
参
加
さ
れ
る
方

は
、
帳
簿
の
事
前
整
理
を
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
新
規

で
独
立
開
業
さ
れ
た
方
、
帳
簿

の
ま
と
め
方
が
分
か
ら
な
い
方

は
、
支
部
へ
早
め
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

《
問
い
合
わ
せ
》

0
4
2
|
4
7
3
|

８
７
５
１　

担
当
：
本
島

新入学のお祝いをプレゼントします

味噌づくりやります味噌づくりやります

令和3年分確定申告相談会予約受付中

ち
ら
な
の
か
、
見
極
め
ま
し
ょ

う
。
も
ち
ろ
ん
今
は
、
国
民
投

票
に
持
っ
て
い
か
せ
な
い
事
が

第
一
で
す
。

私
た
ち
東
京
土
建
は
、〝
平

和
で
あ
っ
て
こ
そ
の
建
設
業
〟

を
掲
げ
、
憲
法
の
活
き
る
平
和

な
社
会
を
目
指
す
運
動
を
し
て

い
ま
す
。
毎
月
9
の
日
は
憲
法

9
条
に
ち
な
ん
で
、
駅
頭
宣
伝

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
東
久
留

米
市
で
は
地
元
の
9
条
の
会
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

書
記
局　

砂
川
恵

昨年行われた憲法学習会


